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問　住民課保健予防担当　
☎　56-2122

保健師です
こんにちは

保健師だより消防・学校情報

性
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自
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の
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に
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経
済
生
活
問
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勤
務
問
題
、
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メ
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や
育
児
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み
、
介
護
疲
れ
や

精
神
疾
患
な
ど
、
様
々
な
問
題

が
潜
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
そ
う
し
た
自
殺
の

要
因
に
な
り
か
ね
な
い
問
題
が 尽

き
な
い
悩
み
、
お
気
持
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聞
か
せ
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だ
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長
ら
く
減
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を
続
け
て
い
た
自
殺
者
数
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、
令
和
２
年
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入
っ
た
あ
た
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か
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じ
て
い
ま
す
。
特
に
７
月
以
降
は
、
女
性
の
自
殺
者
数
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

深
刻
化
し
、
こ
れ
ら
が
女
性
の
自

殺
者
数
の
増
加
に
影
響
を
与
え
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

全
国
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数
は
、
前

年
同
月
比
で
1.6
倍
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
経
済
的
に
も
不
安
定
な
生

活
を
強
い
ら
れ
る
女
性
が
増
え
て

い
る
中
で
、
今
後
の
自
殺
リ
ス
ク

が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ

女主な相談窓口一覧主な相談窓口一覧
　厚生労働省では、様々な相談
窓口を紹介しています。電話相
談の他、富良野保健所や役場等
に相談してください。

ＳＮＳ相談

れ
ま
す
。

　

女
性
の
自
殺
者
数
の
増
加
率
が

高
い
こ
と
か
ら
女
性
の
自
殺
の
動

向
に
注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
す

が
、
依
然
と
し
て
、
男
性
の
自
殺

者
数
は
全
体
の
68
％
を
占
め
、
男

性
自
殺
者
数
の
３
割
が
40
～
60
歳

代
の
中
高
年
男
性
と
な
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
、
今
後
の

生
活
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

お
ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま

ず
に
、
ま
ず
は
家
族
や
友
人
な

ど
身
近
な
人
や
左
記
の
相
談
窓

口
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こころの健康相談統一
ダイヤル
☎　0570-064-556
「こころの健康電話相談」等の
公的な相談機関に接続します。

よりそいホットライン
☎　0120-279-338（24時間）

　暮らしの悩み事、悩みを聞い
てほしい方、ＤＶ、性暴力など
の相談をしたい方、外国語によ
る相談をしたい方など

いのちの電話
☎　0570-783-556
コロナ禍の中で様々な困難や苦
悩にあって、おひとりで苦しん
でおられる方のための電話で
す。そのお気持ちをお聴きかせ
ください。

チャイルドライン
☎　0120-99-7777
18歳までの子どもがかける電
話です。チャットでの相談も受
け付けています。

火災・救急・救助　119

消 防 瓦 版 問　富良野広域連合富良野消防署占冠支署
☎　56-2119纏

まとい
No.386

冬の入浴にはご注意を。冬の入浴にはご注意を。

救急出場状況

（10月分）

交　　通	 ３件	 （７人）
一般負傷	 ２件	 （２人）
急　　病	 12件	 （10人）
転院搬送	 １件	 （３人）

１０月計	 18件	 （22人）
累         計	 116件	 （107人）
※（　）内は搬送人員

　冬期間は、暖房をつけている暖かい部屋と、暖房をつけていない浴室・ト
イレなどの寒い部屋では温度差が生じます。この温度差は、血圧を大きく変
動させる原因となります。血圧の急激な変動によって引き起こされる、失神、
脳梗塞、心筋梗塞や不整脈などの健康被害のことをヒートショックといいま
す。浴室でヒートショックの症状が現れた場合、転倒や溺水の危険性があり、
条件によっては命に関わることもあります。
　冬期間は、ヒートショック発症の可能性を念頭に置き、可能な限り家の中
で温度差を生じさせないようにする工夫が必要です。ヒートショックがおき
やすい人の特徴として、高齢者や脳血管疾患の持病がある人があげられます。
以下のポイントに注意してヒートショックを予防しましょう。

● 脱衣所や浴室が冷え込まない夕方に入浴する
● 食事直後や飲酒時は入浴しない
● お風呂のお湯は４１℃以下に設定する
● 脱衣所やトイレに暖房機を設置する

地域とともに
　休校措置解除後から６ヶ月が過ぎ、中学校では新型コロナウイ
ルス感染リスクを抑えながら、年間計画の変更や教育活動の一部
見直し、家庭学習状況のフォロー、健康状態の確認などを行い、
生徒達の「学びの保障」を踏まえた持続的な学校運営を推進して
きました。また、コロナ禍を乗り越え、生徒達のさらなる資質・
能力を身につけさせるために、ICT活用法や機器環境の整備等も
占冠村の協力を得ながら着々と進めており、電子黒板や実物投影
機の充実はもとより、デジタル教科書の導入やタブレットPC等
による遠隔操作の活用法も研究、検討しています。
　１学期に行うことができなかった学校行事については、保護者
や地域の方々からもご理解・ご協力を頂きながら、２学期から無
事に開催することができました。１年生の炊事遠足、２年生の宿
泊研修、３年生の修学旅行、第７４回体育祭等、開催する上で様々
な制限や感染症防止対策が求められる中でも、生徒達は創意工夫
を凝らし、前向きに精一杯取り組んできました。特に、体育祭か
ら学校祭にかけては、全校生徒が一丸となってまとまる姿が見ら
れ、改めて占中生の団結力や成長を感じ取ることができました。
　コロナ禍においても、今年度の中学校の重点目標である「意欲
的・主体的に行動する心豊かでたくましい生徒の育成」をめざし、
「子どもの学びを止めない」を合い言葉に、学校と地域が一体と
なって、魅力あふれる教育活動を推進していきたいと思います。

問　占冠村教育委員会　☎　56-2182

コミュニティ・スクール情報
～占冠中学校～

お使いのスマートフォンアプ
リで、「生きづらびっと」「よ
りそいチャット」「こころのほ
っとチャット」などと検索し、
ご相談ください。ＳＮＳやチ
ャットによる自殺防止の
相談を行い必要に応じ
て電話や対面による
支援等へのつなぎ
も行います。


